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はじめに 

 

これまで中学校の部活動は、学校教育の一環として、教職員の献身的な指導の下、生

徒の体力や技能の向上、異年齢との交流を通じた豊かな人間性の涵養など、多大な教育

的意義を果たしてきた。 

 

しかし、本町においても少子化が急速に進展する中、部活動の維持については活動種

目の減少や単独校でのチーム編成が困難になるなど、年々課題が深刻化している。また、

学校における「働き方改革」が急務となる中、教職員の長時間労働の大きな要因となっ

ている部活動を、これまでと同様の体制で維持することは限界を迎えている。 

 

こうした背景から、国や兵庫県は部活動の地域展開に向けたガイドラインや推進計画

を示し、但馬地域においても広域的な連携を見据えた展開への動きが加速している。 

 

本町においては、令和 7 年度に「香美町部活動のあり方検討委員会」を設置し、児童

生徒・保護者・教職員へのアンケート調査に基づく実態把握や、地域展開の時期・方法

について協議を重ねてきた。 

 

本計画は、これらの協議を踏まえ、将来にわたり香美町の子どもたちがスポーツ・文

化芸術活動に継続して親しめる環境を整えるため、学校部活動の地域展開に向けた基本

方針やスケジュール、地域クラブの運営のあり方等を定めたものである。 
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１．部活動改革の必要性 

 

(1) 少子化の進展による活動機会の減少 

少子化に伴う生徒数の減少により、団体競技等において単独校でのチーム編成が

困難となり、合同チームへの移行や部活動の廃部等、子どもたちの活動の選択肢が

狭まっている。今後も少子化の進展が予測される中、学校単位での部活動の維持は

極めて困難な状況にある。 

 
 

(2) 生徒・児童のニーズの多様化 

アンケート調査の結果から、小学生のスポーツ・文化活動に対するニーズは「大

会やコンクールで良い成績を残したい」「将来の夢につなげたい」という意欲から「友

だちを増やしたい」「しゅみを増やしたい」という志向まで多様化していることが明

らかになった。また、小学校時代に地域で親しんでいた活動が中学校の部活動にな

いケースも多く、既存の部活動の枠組みだけでは多様なニーズに十分に応えきれな

くなっている。 

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

小代 27 27 27 27 24 23 21 24 25

村岡 89 80 75 73 60 49 39 43 41

香住第一 253 258 242 220 217 204 194 188 181

合計 369 365 344 320 301 276 254 255 247
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令和７年９月実施（小学４,５,６年生対象 n=299） 

 

  
令和７年９月実施（中学１,２年生対象 n=212） 

現在、あなたが学校以外で参加している活動や習いごとがあれば教えてください。（複数回答可能） 
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(3) 教職員の働き方改革と専門的指導の課題 

部活動は教職員の献身的な勤務に支えられているが、休日の大会引率や時間外の

指導は長時間労働の大きな要因となっている。また、自身の競技経験がない種目の

顧問を担う教職員も少なくなく、時間的・身体的負担に加え、精神的な負担も大き

い。教職員が本来の業務である授業や生徒指導に注力できる環境の整備が急務であ

る。 

 
令和５年７月実施（中学校教職員対象 n=41） 

 
令和７年９月実施（小・中学校教職員対象 n=109） 

 

(4) 多世代との交流による地域コミュニティの活性化 

部活動を地域へ展開することは、単なる「学校からの切り離し」ではなく、子ども

たちが地域社会の中で多様な大人と関わり、多様な価値観に触れる機会の創出を意

味する。地域全体で子どもを育む環境を構築することは、持続可能なまちづくりに

も寄与するものである。 
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になっていると感じますか。
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２．地域展開の目的と基本方針 

 

(1) 目的 

本計画は、学校の「部活動」という枠組みから離れ、地域が主体となる「地域クラ

ブ活動」へ転換することで、子どもたちが自らの意思で、継続してスポーツや文化

芸術活動に親しめる環境を地域全体で構築することを目的とする。 

 

(2) 基本方針 

本町における部活動の地域展開は、以下の５点を基本方針として推進する。 

 

① 休日からの段階的な展開 

指導者の確保や生徒の移動等の課題を考慮し、まずは「休日の活動」から地 

域クラブ活動への展開をスタートし、平日を含めた展開については、休日のモデ

ル構築を経た上で段階的に検討する。 

 

② 地域連携型と・地域展開型を組合せた「ハイブリッド方式」の採用 

地域の実情に柔軟に対応するため、既存の部活動をベースに外部指導者の活

用や合同部活動を行う「地域連携型」と、学校から完全に切り離した地域のクラ

ブチーム等が運営する「地域展開型」を組み合わせたハイブリッド方式を採用す

る。 

 

③ 指導者が確保でき、準備が整った活動からのスタート 

既存の種目に縛られることなく、地域で指導者が確保でき、安全かつ適切な 

運営体制が整った種目・団体から順次スタートを切る。 

 

④ 広域連携の推進 

活動の選択肢を確保するため、但馬圏域内の他市町と足並みを揃え、町外の 

クラブへの連携も視野に入れた連携・調整を行う。 

 

⑤ 香美町地域クラブの育成 

     部活動の地域展開の担い手である地域クラブが継続して自主的な運営ができ

るよう育成するため、行政と保護者は必要な後方支援を行う。 
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３．地域展開のスケジュール 

令和 10 年（2028 年）の本格実施に向け、以下のスケジュールで段階的に取り組み

を進める。 

 

【令和 8 年度】準備・周知・制度設計期  

本推進計画の策定・公表 

教育委員会による指導者および地域クラブの「認定制度」の創設 

教職員の「兼職兼業」ルールの整備 

保護者や地域住民に向けた説明会の開催 

町部活動指導員人材バンク等を活用した、広く多様な指導者の募集開始 

 

【令和 9 年度】モデル事業実施期  

指導者や環境が整った種目において、休日の地域展開を先行してモデル実施 

生徒の移動手段、施設利用、保護者負担等の課題を検証・改善 

 

【令和 10 年度】本格実施期  

令和 10 年(2028 年)度、休日における地域展開を本格的に開始 
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４．地域クラブ活動のあり方 

 

(1) 香美町地域クラブの創設について 

本町における地域クラブの創設にあたっては、地域の実情や種目の特性に応じ、

既存の部活動の形を残しつつ外部指導者を活用する「地域連携型」と、学校から完

全に切り離した地域のクラブチーム等が行う「地域展開型」を組み合わせたハイ

ブリッド方式を基本とする。 

 

① 多様なクラブ創設の推進 

既存のスポーツ少年団や文化芸術団体の中学生の受け入れ拡大をはじめ、指導

者が新たに立ち上げるクラブ、または既存の学校部活動を母体として地域クラブ

へ移行するものなど、多様な形態でのクラブ創設を推進する。児童生徒のニーズ

を踏まえ、指導者が確保でき、準備が整った活動から順次創設を認める。 

 

② 当面の運営母体と行政の支援 

現在、本町には地域クラブを統括・運営する総合的な受け皿（NPO 法人等）が

十分に育っていない現状がある。そのため、当面の間は教育委員会が主体となっ

て制度設計や環境整備（指導者の募集・マッチング等）を支援しつつ、将来的な地

域主体の自立した運営母体の育成を図る。 

 

③ 「香美町地域クラブ」としての認定制度  

新たに創設、または展開されるクラブは、教育委員会が定める以下の要件を満た

すものとして「香美町地域クラブ（仮称）」の認定（登録）を受けることとする。 

・学校部活動が担ってきた教育的意義の継承・発展、生徒の幅広い活動機会を保

障（選抜等を行わず、参加を希望する生徒を幅広く受け入れることを含む）す

る活動であること 

・適切な活動時間や休養日が設定されていること。 

・活動の維持・運営に必要な範囲、かつ可能な限り低廉な参加費等が設定されて

いること 

・暴言・暴力・ハラスメント・いじめ等の不適切行為の防止を徹底し、適切な指

導の実施体制が確保されていること  

・生徒の健康管理、施設・設備等の点検、緊急時の連絡体制、事故発生時の責任

の明確化、保険への加入等、適切な安全確保の体制が確保されていること  

・関係法令の遵守、規約等の作成・公表、公正かつ適切な会計処理、営利を主た

る目的としない等、適切な運営体制が確保されていること  
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・活動方針やスケジュール、生徒の活動状況等に関する情報共有等、学校等との

連携が適切に行われていること 

 

④ コーディネーターの配置等による伴走支援 

地域クラブの円滑な創設と運営をサポートするため、指導者の発掘や学校・  

地域・保護者間の連絡調整を担うコーディネーター機能の整備を検討し、関係者

が緊密に連携できる体制の構築を図る。 

 

(2) 指導者の確保と質の担保 

・多様な人材の確保と兼職兼業 

地域住民、保護者、民間クラブ指導者など幅広い人材を活用する。また、指導

を希望する教職員が、学校業務としてではなく「一個人」として地域クラブの指

導に参画できるよう、兼職兼業の許可基準を明確化する。 

・指導者の認定と研修 

生徒を安全かつ適切に指導するため、教育委員会は指導者の認定制度を設け、

暴力やハラスメント等の根絶、安全管理に関する研修の受講を義務付ける。 

 

(3) 安全確保と適切な休養日の設定 

・国及び県のガイドラインに準拠し、適切な休養日等を設定する。学期中は週当た

り２日以上の休養日を設定し、長期休業中も学期中に準じる。（平日及び土日等

の休業日にそれぞれ１日以上設定）１日の活動時間は、平日２時間程度、土日等

の休業日は３時間程度とする。 

・暑さ指数（WBGT）等の客観的な数値に基づく活動基準を設け、熱中症事故等

の未然防止を徹底する。 

 

(4) 大会等への参加 

週末等に開催される大会等への参加が、生徒や保護者、指導者の過度な負担とな

らないよう、参加大会を精選する。また、中体連等の大会参加資格の緩和動向を注

視し、地域クラブの生徒が円滑に大会に参加できる環境を整備する。 
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５．地域展開に向けた環境整備 

 

(1) 活動場所の確保と円滑な施設利用 

学校の体育館やグラウンド、その他公共施設を地域クラブの活動場所として幅

広く活用できるよう、使用料の減免や貸出手続きの簡素化など、円滑な開放ルー

ルを策定する。 

 

(2) 生徒の移動手段と送迎負担への対応 

休日の活動や複数校合同での活動、拠点校方式の導入が想定されることに伴い、

生徒の移動距離が長くなることが予想される。保護者の送迎負担を軽減するため、

モデル事業等を通じて、実現可能な移動サポート体制とともに経済的な支援を検

討する。移動手段としては安全が確保された手段を利用することを原則とする。 

 

(3) 適切な会費の設定と保護者負担の軽減 

地域クラブの運営に係る費用は受益者負担を原則とするが、会費が高額になり

活動への参加が阻害されないよう留意する。町として、指導者への適切な報酬の

支払いや資格取得への助成など、持続可能な支援策を検討・実施する。 

 

(4) 保険の加入 

活動中の不測の事態に備え、実施主体は、指導者および参加する生徒に対しスポ

ーツ安全保険や個人賠償責任保険等への加入を義務付け、安全・安心な活動環境

を担保する。 

 


